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廃棄物学会誌第 16 巻第１号にて告示のとおり、平

成 17年度廃棄物学会総会を下記により開催いたしま

す。会員各位の積極的なご参加をお願いいたします。 

１．開 催 日 時：平成 17 年 5 月 26 日(木) 

     総 会 午後 5時 00 分～午後 5時 30 分 

     表彰式 午後 5時 30 分～午後 6時 00 分 

     懇親会 午後 6時 20 分～午後 8時 00 分 

２．開 催 場 所：川崎市産業振興会館 

（神奈川県川崎市） 

総会は、学会の事業活動と運営について、会員各位

にご審議いただく最も重要な会議です。 

 今回は、平成 16 年度事業報告と決算報告、及び平

成 17 年度事業計画(案)と予算(案)について、ご審議

をお願いします。 

また、平成 17 年度の役員体制については、総会ま

でに決定する予定で検討を重ねております。 

なお、ご都合でどうしても参加できない正会員の方

は、総会資料に綴じ込んである委任状の提出をお願いい

たします（5月 25 日必着）。総会の成立要件として会

則第 25 条の規定により、正会員現在数の 4分の 1の

出席が必要とされておりますので、ご協力をお願い

いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催日時：平成 17 年 5月 26 日(木)～27 日（金） 

26 日 午後 12 時 30 分～午後 4時 45 分 

27 日 午前 09 時 30 分～午後 4時 45 分 

開催場所：川崎市産業振興会館（総会会場と同じ） 

参 加 費：正会員、公益･賛助会員所属の方、 

     協賛学会会員；3,000 円 

     学生会員､登録団体市民会員；1,000 円 

     非会員；5,000 円(当日、入会できます。) 

 

参加申込方法：当日、会場に備え付けの参加申込書

に必要事項を記入し、該当する参加

費を添えて申込み下さい。 

 ※総会のみの出席は無料です。 

 ※懇親会への参加には別途費用が必要になります。 

詳細については、すでにお送りしております学会誌

第 16 巻第 2号に掲載の開催要領、または学会ホーム

ページをご覧ください。 
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■□■□ 東海・北陸支部 ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■ 
 

 

  

 

 東海・北陸支部主催の市民フォーラムが、「循環型社

会の創生が国の目指すべき大きな社会目標とされてい

ますが、私たち市民がこの社会をどのようにイメージ

し、そのための道のりはどうすれば拓かれるかを議論

してみませんか」との呼びかけで、3 月 26 日（土）に

1日をかけて名古屋市にて開かれた。 

はじめに、名古屋市をモデルとして「市民が創る循

環型社会の創生研究」に取り組んできた研究者、市民、

自治体の各講師から、目指すべき循環型都市の将来像

が実践を伴った活き活きとした内容で語られた。その

後、講師を交えたパネル討論が行われた。それぞれの

パネリストの豊かな実践事例が報告され、実り多い討

論になった。市民代表の講師は、研究者との協働を進

める中で、ごみ問題をはじめとする環境問題に目覚め

て今や「素人からプロの域に達した」と発言した。 

名古屋市の藤前干潟をごみ処分場にするとの計画を

中止させた市民運動は、その後自治体主導によるごみ

減量化運動へと発展し、着実にごみ減量化を実現して

いる。今日、元気な名古屋での環境保全の活動にも廃

棄物学会東海・北陸支部の果たす役割が大きいことを

実感させられた市民フォーラムであった。 

（東海・北陸支部 鈴木憲司 記） 

 

 
▲熱心に討論する参加者 

 

■□■□ 関西支部 ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 
 

 

  
 

関西支部の第 2回廃棄物法制度に関するセミナーが、

副題「廃棄物関係の法律の制定・改正等について」と

して、平成 17 年 4 月 2日に、大阪市立大学文化交流セ

ンターにおいて開催された。 

本セミナーは、近年、整備が急速に進んでいる廃棄

物・リサイクルに関する法律の基本的な考え方や、最

近の廃棄物行政の動向について、理解を深めることを

目的としたものであり、当日は 131 名が参加された。 

はじめに、土屋正春氏（滋賀県立大学）から、これ

までの廃棄物・リサイクル関係の法律の制定や改正等

について説明があり、循環型社会形成に向けて、生産

者や国民一人一人が廃棄物問題に対する意識レベルを

向上させる必要性について話をされた。 

続いて、由田秀人氏（環境省）から、三位一体改革

に係る循環型社会形成推進交付金制度の創設の経緯や、

今後の法整備の方向性等について説明があった。また、

日本が循環型社会と脱温暖化社会の形成を推進し、環

境問題のイニシアチブを取るべきであることも言及さ

れた。 

その後の質疑応答では、廃プラスチックの中国への

輸出問題や交付金の活用方法等に関しての質問が活発

になされ、本セミナーは盛会裡に終了した。 

このセミナーは関西支部の行事として、続けていく

予定でおり、これからも多くの方々にご参加いただけ

ることを願っております。 

(関西支部 古林通孝 記) 

 
▲セミナーの様子 
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第 16 回廃棄物学会研究発表会 講演論文募集のお知らせ 
～電子投稿での受付を開始します！～ 

 

 廃棄物学会誌第 16 巻第 2号（平成 17年 3 月末発行）等にて、すでにお知らせしておりますが、第 16 回廃棄物学

会研究発表会を下記のとおり開催いたします。つきましては、講演論文を募集いたします。今回より、従来の紙原

稿による郵送での受付に加え、PDF ファイルによる電子投稿での受付を始めることとしました。各応募方法の詳細

については、既に送付済みの執筆要領をご覧下さい（執筆要領は学会ホームページにも掲載されています）。電子投

稿の締切日はアクセスが集中し、つながりにくくなることが予想されます。早めの投稿にご協力をお願いいたしま

す。 

 

期  日：平成 17 年 10 月 31 日（月）～11 月 2 日（水）の 3日間 

開催場所：仙台国際センター 宮城県仙台市青葉区青葉山 

 

講演論文の募集要領 

①内    容：廃棄物に係わるあらゆる調査研究の成果を受け付けます。ただし、以下の内容は受け付けません。 

       ○科学的・客観的なデータの提示がない。 

       ○過去に発表があり、新しい知見が加えられていない。 

       ○自己の宣伝に終始している。または、論文タイトルに商品名を含めている。 

       ○企画段階のシステム紹介である。 

      さまざまな分野・専門の方々が読むことを念頭において、研究の目的、考え方、手法及び結論を

分かりやすいように記述して下さい。また、下記の事項もご注意下さい。 

       ○相互に関連する数編の研究発表については、一編にまとめるか、一編のみを口頭発表、残り

をポスター発表とする。連続口頭発表の要望には応じられない。 

       ○過去に類似の主要な発表がある場合は、参考文献として示す。 

②発表区分：発表区分の最終決定は学会が行います。プログラム（８月下旬発行）に掲載されますので、必ず

ご自分の発表区分をご確認下さい。多数の方の発表機会を確保するため、講演者（講演論文に○

がつく方）お一人につき、ポスター発表、口頭発表のいずれか１件とします。 

     (1)ポスター発表：発表内容をポスターにして掲示し、指定の時間帯に発表討論を行う。発表要領

はプログラム及びホームページに掲載する。優秀ポスター賞の表彰を行う。 

     (2)口頭発表：発表 10 分､質疑応答 5分の予定。 

③講演資格：講演者（ポスター発表、口頭発表とも）は、(1)平成 17 年 5 月末現在で本年までの年会費を完納

している本会正会員・学生会員・登録団体市民会員 (2)公益会員・賛助会員に所属する方 

      ただし、(2)の場合、共著者に本会正会員を 1名以上含むこと。 

④採否通知：論文不採択のときのみ直接連絡します。なお、不鮮明な図表等については、修正を求めることが

あります。 

⑤発表セッション：発表申込書に記載された希望セッションをもとに編成を行いますが、希望に添えない場合

もあります。発表区分及び発表日時については、プログラム（8月下旬発行）及びホームページに

掲載します（個別には通知しません）。 

⑥原稿執筆方法・申込方法：紙原稿による郵送投稿（宅配便も含む）と電子投稿（電子メール利用）がありま

す。詳細は「廃棄物学会研究発表会講演論文執筆要領」を参照して下さい。 

⑦送付期限：紙原稿による郵送投稿の場合、平成１７年６月２０日（月）当日消印有効 

      電子投稿の場合、      平成１７年６月２１日（火）12:00 

      ※応募方法によって期限が異なりますので、ご注意下さい。 

⑧原稿差し替え：提出後の差し替えは不可とします。 

⑨講演論文の著作権：受付の完了した論文の著作権は、当会に帰属しますのでご了承下さい。 

⑩問合先：廃棄物学会事務局 TEL：03-3769-5099 FAX：03-3769-1492 

     論文の到着確認方法は「廃棄物学会研究発表会講演論文執筆要領」をご覧下さい。 

     電話でのお問合せはお断りします。 

 

第 16 回廃棄物学会研究発表会におきまして、例年どおり、国際セッションを開催いたします。国際セッションの

発表論文についても同時に募集しております。詳細については既に送付済みの執筆要領をご覧下さい（執筆要領は

学会ホームページにも掲載されています）。たくさんの論文をお待ちしております。 
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【お知らせ】 

会 員 状 況     H17.3.31 現在 
（ ）内は、H16.4.1 以降の増減 

正 会 員 3,433 （-96） 

学生会員 306 （ 35） 

外国人会員（ＤＭ） 22 （ -1） 

登録団体市民会員 3 （  0） 

公益会員 109 （ -3） 

賛助会員 175 （ -9） 

計 4,048 （-74） 
注）外国人会員(DM)は、廃棄物学会外国人等会員規程第 4条に定める会員を示す。

廃棄物学会ニュース No.86 平成17年5月10日発行
廃棄物学会 〒108-0014東京都港区芝5-1-9豊前屋ビル5F

Tel.03-3769-5099 Fax.03-3769-1492

http://www.jswme.gr.jp

印刷媒体は古紙配合率100%再生紙を使用しています

訃 報 ～藤本忠生副会長ご逝去を悼む～ 
第 8期廃棄物学会会長代理藤本忠生さんが、平成 17 年 4 月 12 日（火）午前 6時 23 分

脳内出血のため急逝されました。享年 71 歳でした。平成 17 年 4月 8日廃棄物学会での

会議終了後、帰途の途中にＪＲ田町駅付近で倒れられて緊急入院されましたが、懸命の

治療もむなしく 4月 12 日にご逝去されました。藤本さんは、平成 6年第 3期では評議員

を、平成 8年第 4期から今期まで理事を務められ、平成 12 年第 6期から平成 14 年第 7

期総務委員長、第 7期から平成 16 年第 8期の副会長を歴任されるなど常に廃棄物学会の

運営に携われ、学会の発展に意を注いでいただきました。今年 3月には、第 8期会長田中信壽先生のご逝去の

後を受けて会長代理に就任し、第 8期の運営をお願いした矢先のことでした。本当に残念で、学会にとって誠

に大きな痛手となりました。 

廃棄物学会の発展にいただいた真摯なご尽力に深く感謝申し上げ、こころからご冥福をお祈り申し上げます。 

 

独立行政法人国立環境研究所公開シンポジウム 2005 

「地球とくらしの環境学  
－あなたが知りたいこと、私たちがお伝えしたいこと－」 
（１）東京会場 

開催日時：平成 17 年 6月 12 日（日）12:00-17:00 

開催場所：メルパルクホール（東京都港区） 

定  員：約 1,200 名 

（２）京都会場 

開催日時：平成 17 年 6月 25 日（土）12:00-17:00 

開催場所：京都市アバンティホール（京都市南区） 

定  員：約 300 名 

【共通事項】 

参 加 費：無料 

申込方法：参加希望会場、住所、氏名、年齢、職業、

連絡先(TEL、FAX、E-Mail 等)を HP（下記）、

E-Mail、FAX またはハガキにて下記まで申込

みください。 

申 込 先：〒105-0003 東京都港区西新橋 1-7-2 虎ノ門

高木ビル ㈱インターグループ内 

国立環境研究所公開シンポジウム 2005 係 

TEL：03-3597-1129、FAX:03-3597-1097 

E-mail：nies2005@intergroup.co.jp 

http://www.nies.go.jp/event/index.html 

九州支部 総会、講演会 
開催日時：平成 17 年 6月 4日（土）12:30-17:30 

開催場所：福岡ガーデンパレス（福岡市中央区） 

参 加 費：講演会 正会員 1,000 円、学生会員 500 円 

         非会員 2,000 円 

     懇親会 4,000 円（受付時に申し受けます） 

申込締切：5月 27 日（金） 

申込方法：氏名、所属、連絡先(TEL、FAX、E-mail 等)

を記入の上、FAX または E-mail で下記まで

申込みください。 

問合せ先：廃棄物学会九州支部（担当：中村、宮原） 

〒810-0065 福岡市中央区地行浜 2-1-34 

福岡市保健環境研究所企画調整課内 

TEL:092-831-0660、FAX:092-831-0726 

E-Mail：kyushu@jswme.gr.jp 

☆☆事務局だより☆☆ 
▼花々の美しい季節となりましたが、廃棄物学会では

悲しい出来事が続いています。深い悲しみの中にはあ

りますが、田中会長が就任時に掲げた方針の実現に努

力をしております。▼廃棄物処理に関しては、「廃棄物

が地下にある土地の形質の変更」に係る廃掃法の改正

により、最終処分場の跡地等の形質変更に対する管理

が強化されることとなりました。産業廃棄物処理業者

の優良性の判断に係る評価制度も導入されました。ま

た、従来の一般廃棄物処理施設整備補助金制度に替わ

る循環型社会形成推進交付金制度が創設され、新年度

から運用が開始されます。これらの法令制定や制度導

入には学会員も協力し、活躍しています。▼廃棄物学

会は、4月から施行される｢個人情報保護法｣の対象法人

ではありませんが、その法令に則した方針を策定し、

学会員等の個人情報を保護して参ります。当広報委員

会は、学会の情報を外部に積極的に発信していくこと

が責務ですが、今後も個人情報の保護には十分に留意

して参ります。 

  （片柳健一 記） 

次号（学会ニュース No.87）は 6月 20 日発行予定です。 


